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B12月２日㈪～13日㈮　D保護者が共働きや病
気などの理由で保育を必要とする、生後57日目以
降の子どもを育てている家庭　H保育料（３～５
歳児は無償）、給食費（３～５歳児）、個人用保育
用品費など　
※申込用紙は11月１日㈮から同課または市ホーム
ページからダウンロード可。申込期間後に生まれ
た方については、令和２年１月31日㈮までを２次
募集として受け付けます。保育所に関する詳細
は、市ホームページをご覧ください。

認定こども園・認可保育所への移行
令和２年４月から新たに、次の認定こども園・

認可保育所を開設します。
◎幼保連携型認定こども園・五月丘こども園（仮
称）（五月丘3-7-1）
D０～５歳児（幼稚園部分は３～５歳児）　F112
人（幼稚園部分は各年齢５人ずつ15人。随時募
集）　J五月丘保育園☎753・2875
◎荘園保育所（仮称）（荘園1-12-6）
D０～５歳児　F58人　J荘園保育所☎761・
5353

令和２年度就学予定者健康診断日程表  　

実　施　日 対象となる入学予定校

11月11日㈪ 池田小学校　ほそごう学園

11月12日㈫ 秦野小学校　北豊島小学校

11月13日㈬ 神田小学校　石橋南小学校

11月14日㈭ 石橋小学校　緑丘小学校

11月15日㈮ 呉服小学校　五月丘小学校

※指定日でご都合の悪い場合は、保健給食課へご連絡ください。
　駐車場は利用できませんので、車での来場はご遠慮ください。

障がい児保育の受け付け
公私立保育所・認定こども園での障がい児保育

の受け付けを行います。
D平成26年４月２日～平成29年４月１日生まれ
の集団保育が可能で、日々通所・通園できる子ど
も　K11月１日㈮～15日㈮に直接幼児保育課☎
754・6208

令和２年度４月
保育所などの新規入所申し込み

問い合わせは幼児保育課☎754・6208

令和２年４月に小学校に入学する子ども（平成
25年４月２日〜平成26年４月１日生まれ）の健康
診断を行います。
  受診当日は、保健給食課から郵送した「健康診
断票」に必要事項を記入し、保護者同伴でお越し
ください。
B受付時間午後１時30分～２時30分　A保健
福祉総合センタ－　

新小学１年生の健康診断

問い合わせは保健給食課☎754・6902
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　予防接種を受けることで、発病の予防効果や重症化
を防ぐ効果が期待できますが、重大な副反応が現れる
ことがあります。予防接種を受ける際は、必ず医師と
相談してください。ワクチンの効果が現れるのは、接
種後２週間～５カ月です。市外での接種も可能ですが、
その場合予防接種依頼書が必要です（豊中・吹田・箕
面・摂津市、豊能・能勢町は不要）。依頼書が必要な場
合は、事前に健康増進課で申請してください。
B12月31日㈫まで　A市内医療機関（「2019年度保
健事業のご案内」参照）　D65歳以上の市民と60歳以
上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいがあり身
体障害者手帳１級を有する市民　H1,500円

※生活保護世帯や市民税非課税世帯の方は無料（事前申請が必要）。課税課に市民税の申告を行っていない場合や同
一世帯に課税されている方がいる場合は免除の対象外。また、免除申請はマイナンバーカードかマイナンバーが確
認できるものと本人確認書類（写真入りは１点、写真なしは２点）と印鑑を持って直接同課。

　肺炎球菌による肺炎などの感染症を予防し、また重
症化を防ぎます。市外での接種も可能ですが、その場
合予防接種依頼書が必要です（豊中・吹田・摂津市、
豊能・能勢・島本町は不要）。依頼書が必要な場合は、
事前に健康増進課で申請してください。
B令和２年３月31日㈫まで　A市内医療機関（「2019
年度保健事業のご案内」参照）　D本市に住民票があ
り、次のいずれかに該当する方⃝過去にニューモバッ
クスＮＰを接種したことがない今年度65・70・75・
80・85・90・95・100歳になる方⃝60歳以上65歳
未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不
全ウイルスによる免疫の機能に障がいがあり身体障害
者手帳１級を有する市民　H2,000円　

高齢者のインフルエンザ
予防接種

高齢者の肺炎球菌
ワクチンの定期接種

問い合わせは健康増進課☎754・6031

問い合わせは人権・文化国際課☎754・6231

11
月
12
日
㈫
〜
25
日
㈪
の
２
週
間

は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。
ま
た
、
11
月
25
日
㈪

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際

日
」
で
す
。

被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
る
Ｄ

Ｖ
、
性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重

要
な
課
題
で
す
。

家
庭
内
で
も
、
対
等
な
関
係
で

行
わ
れ
る
け
ん
か
で
は
な
く
、
支

配
関
係
に
あ
る
夫
か
ら
妻（
妻
か

ら
夫
）に
対
し
て
、
一
方
的
に
暴

力
を
振
る
う
こ
と
は
Ｄ
Ｖ
に
あ
た

り
ま
す
。
夫
婦
間
だ
か
ら
許
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
女
性
の
た
め
の
相
談

窓
口
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
ら
の
緊
急
一

時
保
護
・
避
難
支
援
制
度
な
ど
を

設
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
同
期
間
に
合
わ
せ
て

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」の
啓
発
展
示
を
行
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

女
性
へ
の
暴
力

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
の
啓
発
展
示

B 

11
月
18
日
㈪
～
25
日
㈪　

A
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー　

C
「
ケ
ン
カ
と
Ｄ
Ｖ

の
違
い
」「
暴
力
の
形
態
」「
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
」
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
や
各
種
啓

発
冊
子
の
展
示
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問い合わせは生涯学習推進課☎754･6674

市
内
の
文
化
財
所
有
者
の
ご
協
力
を
得

て
、
市
内
の
文
化
財
を
見
て
歩
く
「
文
化

財
公
開
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま

す
。
深
ま
る
秋
の
一
日
、
郷
土
の
文
化
財

を
堪
能
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

B
11
月
16
日
㈯
午
前
8
時
50
分（
小
雨
決

行
）、
池
田
駅
前
て
る
て
る
広
場
集
合（
申

し
込
み
不
要
）　

C
池
田
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
に
よ
る
解
説
。
日
程
は
左
表

の
通
り（
途
中
参
加
可
、
階
段
な
ど
の
昇

り
降
り
が
あ
り
ま
す
）　

G
水
筒
、
タ
オ

ル
、
雨
具
な
ど

西
光
寺（
新
町
1
－
1
）

◎�

猪
名
川
政ま

右さ

衞え

門も
ん

　
（
１
７
３
９
～
１
８
０
０
）の
碑�

�

（
市
指
定
文
化
財
）

江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
池
田
出
身

の
力
士
で
、
最
高
位
は
東
関
脇
で
す
。
そ

の
取
り
組
み
が
浄
瑠
璃
「
関
取
千
両
幟の

ぼ
り」

の
モ
デ
ル
に
も
な
る
ほ
ど
、
当
代
き
っ
て

の
花
形
力
士
で
し
た
。
池
田
の
相
撲
熱
を

高
め
、
大
坂
相
撲
の
発
展
に
も
寄
与
し
ま

し
た
。

◎
荒
木
蘭ら

ん

皐こ
う（

1
7
1
7
～
６
７
）の
墓

日
本
を
代
表
す
る
思
想
家
・
富
永
仲な

か

基も
と

（
1
7
1
5
～
４
６
）の
実
弟
で
、
池
田
の

酒
造
家
の
養
子
と
な
り
、
漢
詩
文
の
結
社

を
組
織
す
る
な
ど
、漢
詩
の
普
及
に
尽
力
。

池
田
文
化
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
一
人
で
す
。

そ
の
息
子
で
、
池
田
文
化
の
最
盛
期
を

支
え
た
漢
詩
人
李り

谿け
い（
1
7
3
6
～
１
８

０
７
）、書
家
・
梅ば

い

閭ろ

（
1
7
4
8
～
１
８

１
７
）兄
弟
の
ほ
か
、
同
寺
に
は
数
々
の

池
田
を
代
表
す
る
文
人
な
ど
の
墓
が
あ
り

ま
す
。

◎
本
殿

文
化
期（
1
8
0
4
～
１
６
）の
建
立
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
五ご

間け
ん

社し
ゃ

流な
が
れ

造づ
く
りの
壮
麗
な

建
物
で
、
随
所

に
あ
し
ら
わ
れ

た
彫
刻
な
ど
、

意
匠
的
に
多
彩

で
質
も
よ
く
、

江
戸
時
代
後
期

を
代
表
す
る
遺

構
と
し
て
重
要

で
す
。

◎
桃
田
伊こ

れ

信の
ぶ（

?
～
1
7
6
5
）の
墓

江
戸
時
代
中
期
の
池
田
の
画
家
で
す
。

呉
服
神
社
拝
殿
の
「
岩
に
波
・
柏
に
鷹
・

芦
に
鶴
の
図
衝
立
」（
市
指
定
文
化
財
）な

ど
、
優
れ
た
作
品
を
多
数
残
し
ま
し
た
。

同
墓
地
に
は
、
文
人
を
は
じ
め
、
ほ
か

に
も
池
田
ゆ
か
り
の
人
び
と
が
多
く
眠
っ

て
い
ま
す
。

伊
居
太
神
社

�

（
綾
羽
2
－
4
－
5
）

桃
園
墓
地（
桃
園
2
－
2
－
5
）

◎
本
殿（
国
指
定
文
化
財
）

天
正
7（
1
5
7
9
）年
に
織
田
信
長
の

兵
火
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、
慶
長
15（
１

６
１
０
）年
、池
田
氏
の
末
裔
、他た

紋も
ん

丸ま
る

に

よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一い

っ

間け
ん

社し
ゃ

流

造
で
、
欄
間
な
ど
に
桃
山
時
代
の
特
色
が

よ
く
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
建
造
物
で
あ

り
、
北
摂
で
は
数
少
な
い
遺
構
で
す
。
2

年
間
に
わ
た
る
保

存
修
理
が
完
了

し
、
今
回
は
、
修

理
作
業
用
の
足
場

か
ら
間
近
に
建
物

を
見
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会

で
す
。

八
坂
神
社（
神
田
4
－
7
－
1
）

文
化
財
公
開
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

郷
土
の
文
化
遺
産
を
散
策
し
ま
せ
ん
か

場所 予定時間

池田駅前てるてる広場  9：00出発

西光寺  9：20～  9：50

伊居太神社 10：10～10：40

桃園墓地 11：10～11：30

八坂神社
（見学終了後解散。最寄り
バス停は「早苗の森」）

11：50～12：30

同
日
開
催

八
坂
神
社

本
殿
保
存
修
理
見
学
会

11
月
16
日
㈯
当
日
は
八
坂
神
社
本

殿
保
存
修
理
の
完
了
に
あ
た
り
、
現
地

見
学
会
を
左
記
時
間
内
に
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
参
加

者
多
数
の
場
合
は
入
場
調
整
を
行
い
ま

す（
雨
天
決
行
）。

午
前
の
部　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
1
時
～
2
時
30
分

昨年の本殿修理見学の様子
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